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質
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答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

本
年
三
月
三
十
一
日
、
輸
出
検
査
及
び
デ
ザ
イ
ン
奨
励
審
議
会
か
ら
通
商
産
業
大
臣
に
対
し
、
「
一
九
九
〇 

 

年
代
の
デ
ザ
イ
ン
政
策
」
に
つ
い
て
、
答
申
が
行
わ
れ
た
。 

通
商
産
業
省
と
し
て
は
、
当
面
の
課
題
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
「
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
」
の
推
進
を
始
め
、
同
答
申 

に
盛
り
込
ま
れ
た
政
策
提
言
等
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
前
記
答
申
を
受
け
、
昭
和
六
十
四
年
度
を
「
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
」
と
位
置
付
け
、 

そ
の
運
動
を
強
力
に
支
援
し
て
い
く
旨
を
決
定
し
て
い
る
。 



三
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
及
び
「
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
」
の
意
義
に
つ
き
、
広
く
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ 

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
同
博
覧
会
及
び
同
会
議
の
推
進
の
た
め
、
指
導
、
協
力
を
行
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

世
界
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
及
び
世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
」
の
中
核
的
な
事
業
と
な
る
こ
と 

が
予
想
さ
れ
る
。 

今
後
は
、
そ
の
事
務
局
と
な
る
財
団
法
人
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
を
中
心
に
、
全
国
の
地
方
公
共
団 

 
 

体
、
デ
ザ
イ
ン
振
興
機
関
、
経
済
団
体
等
に
対
し
、
本
運
動
へ
の
参
加
と
協
力
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
と
し
た 

 
 

い
。 本

年
六
月
一
日
に
は
、
本
運
動
の
推
進
母
体
と
な
る
「
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
」
が
発
足
す
る

予
定
で
あ
る
。 
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